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い
都
道
府
県
ラ
ン
キ
ン
グ
11

年
連
続
日
本
一
」、「
平
均
寿

命
日
本
一
」
な
ど
、
全
国
か

ら
評
価
さ
れ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
高
い
県
で
す
。

　
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、

現
在
、
地
域
の
活
力
維
持
・

向
上
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。
長
野
県
で
は
、
人
生
１

０
０
年
時
代
に
向
け
、
世
界

有
数
の
健
康
長
寿
県
の
基
盤

の
上
に
、
全
国
ト
ッ
プ
を
争

う
就
業
率
、
人
と
人
と
の
強

い
絆
、
地
域
の
多
様
性
な
ど

の
強
み
を
活
か
し
て
、
県
民

が
し
あ
わ
せ
を
感
じ
、
地
域

が
元
気
に
な
る
〝
信
州
創

生
〞に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
長
野
県
で
就
職
を
希
望
す

る
皆
様
を
総
合
的
に
支
援
す

る
た
め
、
専
修
大
学
を
は
じ

め
と
す
る
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
促

進
協
定
校
に
は
、
学
内
イ
ベ

ン
ト
や
保
護
者
会
な
ど
を
通

じ
て
県
内
の
就
活
情
報
を
お

届
け
し
、
就
活
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

費
用
の
助
成
制
度
を
創
設
す

る
と
と
も
に
、
就
活
相
談
窓

口
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州
銀

座
サ
テ
ラ
イ
ト
」
を
運
営

し
、
首
都
圏
で
の
長
野
県
へ

の
就
職
活
動
の
利
便
性
を
高

め
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
新
た
に
、
就
活

支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
シ

ュ
ー
カ
ツ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」

を
開
設
し
、
県
内
外
で
の
イ

ベ
ン
ト
、
自
治
体
採
用
試
験

の
最
新
情
報
や
、
採
用
意
欲

の
高
い
県
内
企
業
の
豊
富
な

情
報
を
随
時
発
信
し
て
い
ま

す
。
サ
イ
ト
へ
の
登
録
に
よ

り
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
学

生
の
皆
様
に
お
届
け
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　「
人
生
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
働
き
方
・
暮
ら
し

方
」
を
実
現
し
て
い
く
の

が
、〝
信
州
創
生
〞
の
柱
の

ひ
と
つ
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
地
域
で
の
活
躍
を
志

し
、
強
い
情
熱
を
も
っ
た
皆

さ
ん
の
力
が
必
要
で
す
。
専

修
大
学
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、長

野
県
を
就
職
の
地
と
し
て
選

ん
で
い
た
だ
き
、〝
信
州
創

生
〞の
担
い
手
と
し
て
、
と
も

に
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
長
野
県
は
、雄
大
な
山
々
、

豊
か
な
森
林
、
清
ら
か
な
水

な
ど
四
季
の
変
化
に
富
ん
だ

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
ス
キ

ー
場
や
温
泉
、
山
岳
高
原
リ

ゾ
ー
ト
と
い
っ
た
数
多
く
の

観
光
資
源
を
有
す
る
全
国
屈

指
の
山
岳
観
光
県
で
す
。

　
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
の

三
大
都
市
圏
に
近
く
、
高
速

交
通
網
も
整
備
さ
れ
て
お

り
、
世
界
的
な
競
争
力
を
誇

る
「
も
の
づ
く
り
産
業
」、

移
住
専
門
誌
の
「
移
住
し
た

〝
信
州
創
生
〞に
向
け

「
志
と
情
熱
」あ
る
人
来
た
れ
！

【ジョブカフェ信州銀座サテライト】 https://select-type.com/rsv/?id=mutw2KCHV68

【就活支援ポータルサイト「シューカツNAGANO」】 https://www.shukatsu-nagano.jp/

　

実
践
！
　
手
話
講
座
（
学
生

部
主
催
）

▽
期
間

６
月
６
〜
27
日
の

毎
週
火
曜
日
５
限
目
▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
２
号
館

13
号
教
室
▽
定
員

20
人
※

先
着
順
▽
講
師

社
会
福
祉

貢
献
団
体
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ホ
ー

プ
永
田
潔
代
表

※
受
講
無
料

　
申
し
込
み
は
６
月
５
日

（
月
）ま
で
に
神
田
学
生
生
活

課
ま
た
はE-mail:kgakuse

i@acc.senshu-u.ac.jp

専
修
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
管
弦
楽
団
「
第
30
回
サ
マ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

▽
日
時

６
月
23
日
（
金
）

18
時
30
分
開
演
▽
場
所

川

崎
市
多
摩
市
民
館
大
ホ
ー

ル
▽
曲
目

ベ
ー
ト
ー
ベ

ン
「
交
響
曲
第
５
番
」、
ス

ッ
ペ
「
軽
騎
兵
」、
マ
ス
ネ

「
絵
の
よ
う
な
風
景
」
▽
指

揮
者

小
森
康
弘
氏

※
入
場
無
料

旴
専
修
大
学
庶
務
課（
生
田
）

☎
０
４
４
・
９
１
１
・
１
２
３

９
　E-mail:senshuphil@

gmail.com

 

就
職
課
か
ら

　
早
く
も
内
定
を
得
た
学
生

も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
中

に
は
２
社
以
上
か
ら
内
定
を

得
て
迷
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
大
切
な
こ

と
は
「
内
定
キ
ー
プ
」
の
状

態
に
し
な
い
こ
と
で
す
。
内

定
を
複
数
得
て
も
入
社
す
る

の
は
１
社
で
す
。
内
定
を
保

持
し
た
ま
ま
時
間
が
過
ぎ
る

こ
と
は
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て

も
企
業
に
と
っ
て
も
好
ま
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
辞
退
を
す

る
際
に
は
、
原
則
と
し
て

「
お
詫
び
に
行
く
」
こ
と
を

念
頭
に
お
い
て
行
動
し
て
く

だ
さ
い
。

　
内
定
辞
退
は
遅
く
な
る
ほ

ど
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
り
ま

す
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

ら
い
ち
早
く
就
職
課
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　
一
方
で
、
ま
だ
内
定
を
得

て
い
な
い
学
生
は
焦
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
採
用
意
欲

が
高
い
企
業
は
ま
だ
多
く
あ

り
ま
す
。
５
月
24
日（
水
）、

31
日
（
水
）
は
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
ま
た
、

６
月
14
日
（
水
）
〜
16
日

（
金
）
は
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
専
大
生
を
採
用
し
た
い

企
業
が
会
社
説
明
を
行
い
ま

す
。
話
を
聞
く
と
興
味
を
持

つ
企
業
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。「
業
界
」
と
い
う
枠

に
縛
ら
れ
ず
に
、
ま
ず
は
行

動
し
て
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
て

く
だ
さ
い
。

就
職
活
動
中
の
４
年
次
生
へ

「
内
定
キ
ー
プ
」は
禁
物

今
年
度
長
期
交
換 

留
学
の
８
人
決
定

　
２
０
１
７
年
度
長
期
交
換

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
２
期

・
英
語
圏
）
の
留
学
生
に
８

人
が
決
ま
っ
た

写
真
。
オ

レ
ゴ
ン
大
学
（
米
、
６
月
〜

18
年
３
月
）
に
３
人
、
ネ
ブ

ラ
ス
カ
大
学
リ
ン
カ
ー
ン
校

（
同
、
５
月
か
ら
１
年
間
）

に
２
人
、
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学

（
カ
ナ
ダ
、
４
月
か
ら
１
年

間
）
に
３
人
。

　
留
学
先
と
氏
名
、
学
部
学

年
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

●
オ
レ
ゴ
ン
大
学
▽
楊
知
非

（
経
済
３
）▽
森
千
愛
美
（
文

４
）
▽
奥
山
昭
太
（
文
２
）

●
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
リ
ン
カ

ー
ン
校
▽
白
石
雄
大
（
文

４
）
▽
松
沢
匡
（
文
３
）

●
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
▽
野
上

龍
之
介（
経
営
３
）▽
小
関
桃

子（
文
３
）▽
水
野
遥（
文
２
）

グループワークでポスターを作製

　
４
月
８
、
９
の
両
日
「
新

入
留
学
生
の
た
め
の
合
宿
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
本

学
の
伊
勢
原
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
で
行
わ
れ
た
。

　
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
委
員

の
各
学
部
教
員
、
国
際
交
流

事
務
課
職
員
、
先
輩
留
学
生

や
国
際
交
流
会
の
学
生
も
参

加
し
て
、
査
証
に
つ
い
て
の

説
明
や
、
学
業
・
生
活
面
で

の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
っ

た
。
教
職
員
や
各
国
の
学

生
、
新
入
生
が
交
じ
っ
た
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
「
異
な

る
価
値
観
を
も
つ
人
と
人
間

関
係
を
築
く
た
め
に
大
切
な

こ
と
」
と
題
し
て
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
ポ
ス
タ
ー
を
作
製

し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。

　
今
年
の
新
入
留
学
生
（
学

部
生
）
は
、
中
国
や
韓
国
、

香
港
、
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
、

ロ
シ
ア
か
ら
の
１
２
３
人
。

在
学
生
と
合
わ
せ
る
と
４
０

０
人
を
超
え
、
過
去
30
年
間

で
最
多
と
な
っ
た
。

新
入
留
学
生
の
合
宿
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
催

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
伝
統
の
生
春
巻
き
作
り
。

床
に
雑
誌
を
敷
い
て
座
っ
た

ハ
ノ
イ
市
内
、
圧
巻
の

バ
イ
ク
量

　「
自
分
の
目
で
見
て
、
肌

で
感
じ
た
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
学
生
部
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
た
が
、
出
発
前
は
不
安

と
期
待
の
半
々
の
気
持
ち
で

い
た
。

　
最
初
の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な

出
来
事
は
空
気
だ
っ
た
。
排

ガ
ス
を
１
カ
月
分
一
気
に
吸

っ
た
気
分
に
な
っ
た
。
バ
イ

ク
社
会
だ
と
聞
い
て
い
た
が

想
像
以
上
だ
っ
た
。
青
空
は

一
度
も
見
る
こ
と
が
で
き

ず
、
ず
っ
と
グ
レ
ー
の
空
に

覆
わ
れ
て
い
た
。
朝
と
夜
で

気
温
の
変
化
が
激
し
い
地
域

だ
っ
た
た
め
、
天
気
の
話
に

な
っ
た
と
き
「
天
気
予
報
は

全
く
ア
テ
に
な
ら
な
い
」
と

言
わ
れ
て
思
わ
ず
笑
っ
て
し

ま
っ
た
。
し
か
し
グ
レ
ー
の

空
を
見
て
「
今
日
は
い
い
天

気
だ
ね
」
と
言
わ
れ
た
と
き

は
、
感
覚
も
違
う
の
だ
な
と

感
じ
た
。

　
一
番
苦
労
し
た
の
は
、
実

は
会
話
で
も
飲
み
水
で
も
な

く
、
バ
イ
ク
の
中
を
す
り
抜

け
て
道
路
を
横
断
す
る
こ
と

で
あ
る
。
正
直
１
日
目
で
寿

命
が
縮
ん
だ
思
い
だ
っ
た
。

朝
昼
晩
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
音

楽
が
鳴
り
や
む
こ
と
な
く
、

日
本
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
静

け
さ
に
違
和
感
を
覚
え
た
く

ら
い
だ
。

　
ハ
ノ
イ
校
で
は
日
本
研
究

学
科
の
学
生
が
授
業
の
合
間

を
縫
っ
て
、
毎
日
専
大
生
の

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
た
。

英
語
で
行
わ
れ
る
ベ
ト
ナ
ム

語
の
語
学
研
修
で
は
常
に
隣

の
席
に
つ
い
て
、
分
か
ら
な

い
部
分
を
補
足
し
て
く
れ
た

り
、
市
内
に
出
た
と
き
は
私

た
ち
が
投
げ
か
け
る
質
問
に

一
つ
一
つ
丁
寧
に
答
え
て
く

れ
た
り
し
た
。
常
に
持
ち
歩

い
て
い
た
ノ
ー
ト
に
、
た
く

さ
ん
の
情
報
や
絵
を
書
き
込

ん
で
く
れ
た
。
私
の
宝
物
で

あ
る
。

　
歓
迎
会
、
送
別
会
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
な
ど
本
当
に
温
か

い
お
も
て
な
し
を
受
け
た
。

ま
た
、
ス
テ
イ
先
に
は
一
昨

年
、
専
大
に
留
学
し
て
い
た

ベ
ト
ナ
ム
の
友
人
も
駆
け
つ

け
て
く
れ
た
。
帰
国
の
際
、

夜
中
の
便
だ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
滞
在
中
仲
良
く
な

っ
た
友
人
の
何
人
か
が
空
港

ま
で
見
送
り
に
来
て
く
れ

た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
で
の
経
験
を
経

て
、
私
は
〝
当
た
り
前
〞
は

ど
こ
に
行
っ
て
も
当
た
り
前

で
は
な
い
と
い
う
考
え
を
持

ち
、
何
よ
り
人
の
温
か
さ
に

触
れ
た
。
そ
し
て
「
興
味
の

あ
る
国
」
だ
っ
た
ベ
ト
ナ
ム

が
、
私
の
「
好
き
な
国
」
に

変
わ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
縁

を
大
切
に
、
交
流
を
深
め
て

い
き
た
い
。

　
学
生
部
セ
ミ
ナ
ー
「
ベ

ト
ナ
ム
に
行
こ
う
」
が
３

月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
行

わ
れ
、
学
生
12
人
と
引
率

の
阿
藤
正
道
学
生
部
長

（
商
学
部
教
授
）
ら
が
ベ

ト
ナ
ム
の
首
都
ハ
ノ
イ
な

ど
を
訪
れ
た
。

　
学
生
ら
は
、
専
修
大
学

の
国
際
交
流
指
定
校
で
あ

る
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ハ

ノ
イ
人
文
社
会
科
学
大
学

（
以
下
ハ
ノ
イ
校
）
で
日

本
語
を
勉
強
す
る
学
生
と

交
流
し
な
が
ら
ベ
ト
ナ
ム

語
の
研
修
を
受
け
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
た
。

充
実
し
た
10
日
間
を
、
舘

春
菜
さ
ん
（
経
営
４
）
に

振
り
返
っ
て
も
ら
っ
た
。

今年度専大に留学中のスアンさん（左）と。

滞在中、さまざまなサポートをしてくれた

学
生
部
セ
ミ
ナ
ー「
ベ
ト
ナ
ム
に
行
こ
う
」

舘
　
春
菜
（
経
営
４
）

寄

稿

ハノイ校学生と交流

おもてなしに感激

長野県知事


